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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月9日(2010.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　相互接続デバイスを作成する方法であって、
　誘電体層を提供し、
　前記誘電体層内に、前記誘電体層の上部に露出される導体を提供し、
　前記露出された導体をキャッピングし、
　導体イオンを前記誘電体層から溶解させることにより、前記誘電体層から前記導体イオ
ンをスクラブし、前記誘電体層の表面の改質し、
　前記スクラブは、腐食防止剤、脱酸素剤およびｐＨを１．５ないし２．０に調整する調
整剤を含むスクラブ溶液を用い、
　前記腐食防止剤の濃度は、１００～２０００ｐｐｍであり、前記脱酸素剤の濃度は、１
０００～５０００ｐｐｍであり、前記調整剤の濃度は、５～１５ｇ／Ｌである
　方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、
　前記表面の改質は、前記導体の電荷および前記誘電体層の表面電荷を変化させることに
よる前記誘電体層からの導体イオンの洗浄を含む方法。
【請求項３】
　前記表面の改質は、酸素の体積百分率が２０％未満である大気中で行なう請求項１に記
載の方法。
【請求項４】
　前記腐食防止剤としてトリアゾール化合物である請求項１記載の方法。
【請求項５】
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　前記腐食防止剤は、トルオールトリアゾールまたはベンゾトリアゾールである請求項１
記載の方法。
【請求項６】
　前記脱酸素剤は、Ｌ－アスコルビン酸である請求項１記載の方法。
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